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第２期基本計画（８年間）

令和７年 令和14年
（2032年）

令和22年
（2040年）

心やすらぎ
未来へはばたく
笑顔のまち
大田区

８年後（令和14年（2032年））のまちの姿

施策1-1 ～ 1-4
施策2-1 ～ 2-9
施策3-1 ～ 3-6
施策4-1 ～ 4-9

28施策
人口減少

第１期
基本計画
（８年間）
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2-

9
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
支
援

2-

8
心
と
き
め
く
豊
か
な
地
域
を
つ
く
る

文
化
資
源
の
創
造
と
継
承

2-

7
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
が
広
が
る
環
境
の
整
備

2-

6
地
域
全
体
で
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
地
域
医
療
の
充
実

2-

5
人
々
の
相
互
理
解
と
交
流
の
促
進

2-
4
人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
で
お
互
い
に
支
え
あ
う
体
制
づ
く
り

2-
3
障
が
い
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
援
の
充
実

2-
2
本
人
の
意
思
に
寄
り
添
う
権
利
擁
護
の
推
進

2-
1
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
充
実
し
た
暮
ら
し
を
送
る
た
め
の
環
境
の
整
備

4-

9
水
と
み
ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
や
す
ら
げ
る
環
境
づ
く
り

4-

8
多
彩
で
魅
力
あ
る
公
園
・
緑
地
づ
く
り

4-

7
世
界
と
日
本
を
つ
な
ぐ
空
港
臨
海
部
の
ま
ち
づ
く
り

4-

6
誰
も
が
快
適
に
暮
ら
し
過
ご
せ
る
都
市
基
盤
と
住
環
境
の
整
備

4-

5
誰
も
が
移
動
し
や
す
く
利
便
性
の
高
い
多
様
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

4-

4
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
拠
点
づ
く
り

4-

3
治
安
が
よ
い
美
し
い
ま
ち
の
実
現

4-

2
地
域
力
を
活
か
し
た
防
災
対
策
の
推
進

4-

1
災
害
に
強
く
回
復
し
や
す
い
減
災
都
市
の
実
現

1-

4
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
学
べ
、
個
性
と
能
力
を
伸
ば
す
教
育
環
境
の
整
備

1-

3
豊
か
な
人
間
性
と
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
こ
ど
も
の
育
成

1-

2
こ
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を
地
域
や
社
会
全
体
で
支
え
る
環
境
づ
く
り

1-

1
こ
ど
も
の
権
利
が
守
ら
れ
、
こ
ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
く
育
つ
環
境
づ
く
り

3-

6
活
気
あ
ふ
れ
る
商
店
街
づ
く
り
と
魅
力
あ
る
観
光
資
源
の
創
出
・
発
信

3-

5
新
た
な
挑
戦
へ
の
支
援
と
企
業
同
士
の
交
流
・
連
携
機
会
の
創
出

3-

4
も
の
づ
く
り
の
次
世
代
へ
の
承
継
と
立
地
支
援

3-

3
区
内
企
業
の
自
己
変
革
の
促
進

3-

2
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築

3-

1
脱
炭
素
化
の
推
進
と
豊
か
な
自
然
の
継
承

基本目標１
未来を創り出すこ
どもたちが夢と希
望をもって健やか
に育つまち

基本目標２
文化を伝え育み
誰もが笑顔でいき
いき暮らすまち

基本目標３
豊かな環境と産業
の活力で持続的に
発展するまち

基本目標４
安全・安心で活気
とやすらぎのある
快適なまち

将来像

心やすらぎ 未来へはばたく 笑顔のまち 大田区

施策 施策 施策 施策
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脱炭素化・デジタル化の支援
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Action

Check

Do

Plan
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